
  

１
９
９
０
年
発
足
の
Ｊ
Ａ
Ｌ

財
団
は
、
豊
か
な
地
球
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、「
未
来
」

「
平
和
」「
社
会
」
へ
の
貢
献
を

テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
基
盤
と
な
る
の
は
、

子
ど
も
・
青
少
年
の
育
成
、
国

際
親
善
・
文
化
交
流
、
環
境
保

護
へ
の
支
援
で
す
。
具
体
的
に

は
、
将
来
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
地
域
で
活
躍
で
き
る
若
者

を
育
成
す
る
『
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』、
俳
句

を
通
じ
て
感
性
を
養
い
日
本
と

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

図
る
『
世
界
こ
ど
も
ハ
イ
ク
コ

ン
テ
ス
ト
』、
世
界
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
講
師
を
迎
え
る

『
地
球
人
講
座
』、
航
空
機
に
よ

る
大
気
観
測
で
地
球
温
暖
化
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
寄
与
す
る

創
設
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
後

に
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
が
運
営
を
引
き

継
ぎ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

し
な
が
ら
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
も
取
り
入
れ
、
日
本

で
の
対
面
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
２
０
２
５
年

は
、「『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
〜
持
続
可

能
な
未
来
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

対
面
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
福
岡
と
東

京
で
実
施
。
講
演
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
主
に
環
境

問
題
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
「
わ
た
し
の
２
０
３

０
年
目
標
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

21
の
国
や
地
域
か
ら
集
ま
っ
た

25
人
の
ス
カ
ラ
ー
生
は
、
日
本

人
学
生
と
２
週
間
寝
食
を
共
に

し
語
り
あ
う
こ
と
で
、
血
の
通

っ
た
国
際
交
流
の
手
応
え
を
得

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
こ
れ
ま
で
に
海
外
か

ら
迎
え
た
学
生
は
１
７
０
０
名

を
超
え
、
卒
業
生
は
閣
僚
、
外

交
官
、
財
界
人
、
学
者
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
と
し
て
世
界

国
境
を
越
え
る
絆
を
育
む 『
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

豊
か
な
地
球
と

国
際
平
和
を
次
世
代
へ

地
球
規
模
で
考
え・
動
く

若
者
を
育
む

『C
O

N
T

R
A

IL

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
じ
て
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
異
な
る
人
々
が
互
い
に

理
解
し
協
力
し
あ
え
る
国
際
社

会
の
実
現
と
、
航
空
と
環
境
の

共
存
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
次
世
代
を
け
ん
引

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い〝
地
球
人
”

の
育
成
の
た
め
、
半
世
紀
に
わ

た
り
継
続
し
て
き
た
事
業
が

『
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
』
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
の
学
生
を
日
本
へ
招
待
し
、

日
本
人
学
生
と
の
交
流
・
研
修

や
文
化
体
験
を
通
じ
て
日
本
を

知
っ
て
も
ら
い
、
国
境
を
越
え

た
相
互
の
理
解
を
促
進
し
、
友

情
や
絆
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
５
年
に
日
本
航
空
が

各
地
で
活
躍
し
、
日
本
と
の
絆

を
深
め
る
架
け
橋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
で
は
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
、
国
や
地
域
、

世
代
を
超
え
た
卒
業
生
同
士
の

交
流
が
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
つ
な
が

り
が
平
和
へ
の
礎
と
な
る
こ
と

を
信
じ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ

と
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
は
こ
れ
か
ら
も

国
際
交
流
の
一
翼
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

参加募集要項や過去のJALスカ
ラシッププログラム活動紹介に
ついては、右記二
次元コードからJAL

財団Webサイトを
ご覧ください。

2026年4月10日（金）17時まで

❶2026年
6月25日（木）～7月1日（水）
オンラインプログラム
❷2026年
7月2日（木）～7月16日（木）
対面プログラム

7名（予定）

プログラムの終盤、修了式に集った2025年の参加学生たち。

福岡県宗像市大島でのビーチクリーン体験。

グループワークや視察プログラムの中にはJAL格納庫見学も。

明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
１
５
５
回

2026年
JALスカラシップ
プログラム

日本人学生・大学院生を
募集します

卒業生が50周年の節目にJALを訪問！

CeremonyWorkshop & Field Trip

Reunion

応募先

日程

募集人数

応募締切

2025年8月18日、1983～85
年のプログラムに参加した
23名の卒業生が世界各地
から日本に集い、同窓会が
実現。JALグループCEOの
鳥取三津子と執行役員の
小川宣子を訪問しました。
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